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今回の『学習の学習』へようこそ。昨年11月
にこのSIGに入会した方、あるいは10年
前にこのSIGが生まれたときに入会した

方、どのような方に対しても、『学習の学習』が学
習者ディベロプメント関連の問題について新鮮な
視点を提供し、皆さんを楽しませ刺激を与えてくれ
ることと思います。
それではLDでは何が起こっているのでしょう？

11月のAGMで、ジョディ・スティーヴンソンとエレ
ン・ヘッドがスティーヴ・ブラウンに代わりSIGのコ
ーディネーターになることが決まりました。スティ
ーヴは過去2年に渡り素晴らしい仕事をしてきまし
た。LD全体を代表して、彼に大きな感謝の気持ち
を表したいと思います。
『学習の学習』については、阿部恵美佳やステ

イシー・ヴァイがエレン・ヘッドに加わりピーター・
ミズキの編集の仕事をお手伝いします。AGMでの
もう一つの変化は、たくさんの方が具体的な役割
分担に縛られず、特定のイベントに際して協力して
いただく代表会員となったということです。そのた
め、SIGの方針決定過程に関わる会員の皆さんの
基礎が広がっていくことが期待されます。役員会で
さらに積極的な役割を担いたいという方は、本誌に
掲載されている役員に連絡してください。どの役員
でも構いません。
新しい装いとなった、ヘイディ・エバンズ・ナチ

発行のニュースレター、『LD Wired』を楽しんでい
ただけたでしょうか。これからは『学習の学習』は
年に二回発行されますが、『LD Wired』を通して、
年に4回、状況・ニュースを報告します。差し当って
の大きなイベントは、2004年のLDフォーラムで、ヘ
イディ・エバンズ・ナチとジョディ・スティーヴンソ
ンがまとめ役をする予定です。2003年のフォーラ
ムに関する情報、報告については本誌をお読みく
ださい。

SIGコーディネーター
エレン・ヘッド＆ジョディ・スティーヴンソン

From the Coordinators
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From the Editors 編集者から

今月の「学習の学習」は様々な方の「オー
トノミーの話を語る」というテーマを中
心にしています。“Sharing Our Stories of 

Autonomy”（「オートノミーの話を語る」）は大変
刺激的で興味をそそるものであったので、今回は教
授と学習に関する物語的内省にほとんどのページ
を割きました。ウェイド・カールトンの日本語学習へ
の道程での経験報告では、ある学習者の認識が示
されています。デニース・ハウの記事では英語の教
授・学習とダンスを学ぶことというあまり目にしな
い比較がなされています。そして、涌井陽子は自律
性を備えた個人になるよう、教えることと子どもを
育てることの共通点を考察しています。
また、フォーラムの報告に加え、教師自律性の育成
における、教師同士の対話が担う重要な役割に注
目した、アンディー・バーフィールドとジョン・ショウ
の議論が特集されています。アジア技術大学の教
授ジョン・ショウ氏がニュースレター・インタビュー
に参加していただいたのを深く感謝いたします。シ
ョウ氏のインタビューに対して意見を述べたい読者
がいらっしゃれば、是非次の「学習の学習」のため
寄稿していただいたらうれしいと思います。自分の
学習者ディベロプメントの実践について話したいこ
とがありましたら、また、本誌で取り上げられた問
題に反応を示したいということでしたら、ぜひ今、そ
うしてください。読者のあなたが寄稿してくださっ
てこそ、『学習の学習』はLD全体を表すものになる
のです。

ピーター・ミズキ、阿部恵美桂、エレン・ヘッド、ス
テイシー・ヴァイ、編集者

From the Editors

Contributions Sought

学習者オートノミーについて、考えがありますか？組織的にオートノミー・学習者ディベロプメントを
熟考したことがありますか？「学習の学習」のため、あなたの考え及び経験について書きませんか？

経験及び教師として教室の中でされる研究を記録したい方は編集者 
Peter Mizuki <pmizuki@cronos.ocn.ne.jp>へ連絡してください。
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お互いの思い込みを論議するのを
いとわない？

ジョン・ショウへのインタビュー（アジア
工科大学、タイ）

アンディ：　ジョン、教師オートノミーを持続する
ための一つの方法として、対話の必要性について論
議して頂いてありがとうございます。教師間のこの
ような対話の必要性をどのように考えていますか。

ジョン：　　ここでは、2点についてお話します。ま
ず、言語教授方法やイデオロギーと同程度に言語
政策要因や所属機関要因により教師オートノミー
は制限されます。つまり、目標言語はどんなもので
あるかに対する支配的な概念や正しい標準的な使
用法に対するイデオロギーなどにより制限されるの
です。ここで私が言いたいことは、多くの教師が（私
も含めて）学習者に言語を学習させるためには、私
たち教師が専門的に何をすべきなのかを議論しな
ければ、言語学習や言語教授、また言語そのもの
に対して持っている私たちの思い込みを超えるのは
難しいということです。
ですから、私の仮説は、学習者を自律させるのは

教師の最終目標であるという思い込みを含む、教師
たちの思い込みを超えさせるには対話が必要だと
いうことです。AUTO-Lのようなリストサーブは私
たち多くにとって役に立っています。しかし、私たち
が教えているのはあまりに異なったコンテクストな
ので、他者のコンテクストと関連付けるのはとても
難しいです。もし、私たちが教えているコンテクスト
内で、またこれらのコンテクストをよく知っている人
と々学習者の学習に関する私たち自身の、また、共
通の思い込みを論議することができたなら、はるか
によいでしょう。

アンディ：　協働の基礎として対話があるのです
か？

ジョン：　　そうです。より多くの自律とより多く
の協働は密接な関係があります。レニ・ダムは社会
的相互交流の中で学習者オートノミーを定義してい
ます。レニ、私が説明をまちがえたらごめんなさい。
ま、間違っているとは思わないのですが。同様に教
師オートノミーは社会用語で理解されなければなり
ません。この考えは、静岡での教師オートノミーの
定義（Barfield et al., 2001）の中心であったと思いま
す。学習者オートノミーのように教師オートノミーは
批判的な内省探究、エンパワーメント、対話をその
信念の基礎としています。最終的に、教師オートノ

Interview . . .

Willing to Question Each 
Others’ Assumptions?

An Interview with Jon Shaw, Asian 
Institute of Technology, Thailand

–
–

–

–

Andy Barfield: Interview with Jon Shaw...
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ミーのために自律的な教師は各自の教授環境や学
習環境の中で起こる、異なった問題に対するより
よい答えを探し続けることになるのです。このこと
は、批判的な内省探究の一部をなすように思われ
ます。そして、一緒に働いている教師間（バーチャ
ルでも可能ですが）、つまり、幅広い探究の精神で
対話に参加する教師間の対話を通してのみ教師オ
ートノミーは可能であると思われます。

アンディ：　たとえば？

ジョン：　　控え室での学習者やクラスで教師が
何をしているかに関するおしゃべりなどは、はっき
り言って私が考える対話ではありません。教師の
行動により達成しようとしている目標が達成されて
も、されなくても、教師たちが行っていることに対
する批判的な対話はとてもやりがいのあることで
す。批判的なかかわりは教師が自分の行動におい
て自律的になるのに必要である思われます（たぶ
んAUTO-Lでの批判的なかかわり）。しかし、どこ
であっても、これは、憂鬱なほど真剣でも抑圧的で
ある必要はないのです。けれども、このようなかか
わりを支援する文化をつくることを通してのやりが
いなのです。
これを要約すると、

1.	 開放的な探究の精神を持った対話は、自分
の教授に責任を持つ能力の必要な部分であ
る。

2.	 それをする目標は、学習者に自分の学習の
責任を持たせるためではありません。ちょっ
と私としてはおこがましいですが、学習者
に言語を学ばせるためなのです。

3.	 学習者オートノミーの構成体、自分の学習
に責任を持つようにさせる最も重要な目標
は、教師が学習者にとって正しい選択をす
る教師の自由に関する制限要因にそれ自体
がなるのではないでしょうか。

アンディ：　ある意味で学習者オートノミーを否定
しているのですか？

ジョン：　ここで、私が考えているのは、自律によ
る管理からの自由と同様に標準的な言語イデオロ
ギーによる管理からの自由です。学習者言語学習
に賛成して学習者オートノミーを否定することは、
自律におけるどんな信念をも否定していると誤解し
ないでください。とんでもないです。教師オートノミ
ーは他者より内在化された管理からの自由である
という言葉で一番よく理解されると思われます。
例を挙げると、管理の例としては、予定表です。

これは、教師や学習者にとってはとくに絶え間ない
元気付ける存在として多くの目的にかなうのです。
これは必ずしも悪いことではありません。バンコ
クのアジア工科大学で、学習者オートノミーに対す
る正当化されない制限として私たちが教科書を拒

–

Barfield: Jon Shaw Interview
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絶したとたんに、自律の具体化として一種のiconic 
statusと想定される予定表の独特な表現により私
たちは閉じ込められてしまうのです。これを認識し
て、私たちは最近、交渉によるカリキュラムの形式
を好んで、予定表を拒否しているのです。

アンディ：　ここのコンテクスト、つまり学習者の
数、これらの動きに対する学習者の反応、学校側の
反応などをもう少し詳しく話してもらえませんか。

ジョン：　　学習者は、大人です。様々なアジアの
国々からテクノロジー、プランニング、マネージメン
ト分野で大学院の学位を取得するために来ていま
す。学習者は修士や博士課程を始める前、その課程
を修了した後にAITのランゲージ・センターで勉強
します。様々な理由から、ほとんどはかなり明白で
あるが、課程開始前のプログラムが学習者の学習
方法に一番強い影響を与えることが出来ます。この
プログラムの学習者数は一定ではありませんが、も
っと少ない人数で授業をしなければなかなかった
こともありますが、今月始まったクラスでは25人で
す。
学習者はこのプログラムに対してたいてい好意

的な反応をします。学位取得に対する本当のプレ
ッシャーはまだ始まっていませんし、この15年間で
学習者はとても大きく変わったと思います。私が
AITで働き始めたころ、多くの学習者は学習者中
心、経験に基づくプログラムを経験したことがあり
ませんでした。現在、AITの学習者はより広範囲な
学習経験―自分で学習したり、プロジェクト中心の
学習をしていたり、会社で自ら組織したチームで働
いたりしている－を持ち込んできます。それで、プロ
グラムの当初から、異なった教育アプローチを受け
入れる素地があると思われます。インターネットが
これらの変化と大きく関わっているのです。
大学側は、現在のプログラムをうまく管理させ

ています。彼らは進歩を確かめるために、定期的に
学習者をテストすることに一番の関心をよせていま
す。しかし、学習者の進歩を私たちがいかに確実に
するかは、私たちに任されています。センター自身
が過去数年間のうちに様々な管理の変化を経験し
ていますが、現在の構造は変化をする前とあまり
変化がありません。それで、対話と批判的なかかわ
りが、控え室のおしゃべりでしばしば行われている
のです。

アンディ：　教師オートノミーという概念を対話と
協働という言葉で逆説的に定義している人もいま
す。同じ考え方をしていますか？

ジョン：　　いいえ、私たちはしばしばこのような
思い込みをする権利さえがありませんので、学習者
がいかに学ぶのかという私たちの思い込みから自
分自身を自由にすることを教師オートノミーという
と思います。私たちが他の教師と関わりを持たない
で独立して教えているとき、私たちの思い込みを振
り払うのは難しいと考えます。なぜなら、私たちを
プロとして定義するものに異議を唱えるのは難し

–

–

–

Barfield: Jon Shaw Interview
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いからです。それゆえに、批判的な同僚、つまり、お
互いの思い込みを論議するのをいとわず、その論議
の手段をさがし、途中で絶えずプログラムを再構成
し、何が起こっているのか、教師としていかにこの
プロセスに影響を与えるのかに対する共通理解を
持っている教師との対話が必要なのです。

アンディ：　他者と独立して教えている教師たちは
真に自律にはなれないと主張しているようですが

ジョン：　　多分、なれるでしょう。しかし、それは
難しい問題です。学習者は、必要なやりがいのある
課題を提供するでしょうが、教授に携わっている同
僚はやりがいを与える経験や観点を提供するよう
に思われます。しかし、こう言うと、フィル・ベンソ
ンの学習者が彼のリサーチや、言語教師がリサー
チやそれに続く内省をするときどんなことをするの
かについてたずねたことを思い出します。それは起
こりうることです。このような場合でもフィルは同僚
と彼の反応や対応について議論していると確信し
ています。

アンディ：　彼のAILAでの論文（Benson, 2002）を
指しているのですか。
「２年前、香港大学の人文系の学習者に対して

学問的目的の英語を教えていたとき、タスクのひと
つに学習者個人がトピックを選び図書館でリサー
チするというものがありました。そのタスクが終わ
ったとき、学習者の一人（哲学専攻）が自分のトピ
ックは「彼の教師たちが書いたものすべて」という
ものだったと教えてくれました。彼の教師たちがリ
サーチをしたというとき何を意味しているのかに興
味を持ったからでした。彼は、私が数年前に書いた
自律に関するあいまいな論文を持ち出し（しかも出
典なしで）、彼は私がリサーチをしたことについて
感動したと語りましたが、私のリサーチの意味は何
なのかわからなかったと言いました。最初、私はこ
れを私がもはや自分で感動していない論文に対す
る妥当な批評だと受け取りました。学習者に自分で
トピックを選択させることにより、私が学習者に自
律を使用させようとしていて実際彼はかなりの程
度の自律を使用したのだというのがこれに関する一
番の説明ではないでしょうか。彼はそれから、彼が
本当に意味したことはこれだと説明しました。なぜ
言語教師はリサーチをするのだろうか。言語を教え
ることだけをしたらどうなのだろうか」
ジョン、あなたが提起したたくさんの問題と同

様、フィルが結んだ質問は、さしあたり物事の締め
くくりとしていいところです。たぶん、あなたが言っ
たことに対する意見を「学習の学習」の次号に読者
から募集したいと思います。ジョン、どうもありがと
うございました。

Barfield: Jon Shaw Interview
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Barfield: Jon Shaw Interview
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Lifelong Autonomy of My 
Children and My Students: 
Is There Any Difference?

Yoko Wakui
Rissho University

子供達と学生達の自律心のため
の生涯教育：相違はあるのか？

涌井陽子

立正大学

自分自身の子供達と学生達の教育に違い
はないように思える。愛を持って接す
ると愛を持って答える。自分自身で決断

も出来るし勉学も自主性を持って進める事がで
きる。
２００３年にコロンビア大学にて卒論を別のタイ

トルで研究しているときに初めてオートノミーの考
え方に出会った。それ以来自主的に学び始め関連
書物を読んできた。勉強をする以前はオートノミー
について余り知らなかったが、オートノミーの考え
に賛同する人 と々同様の考えを自分が持っていると
言うことに気がついた。ともすると以前の私の放任
主義は何かを意図した物ではなかったが、自律心
を促す物であったようだ。例えば、子供のけんかに
口出しを決してしなかった。どんなに互いに怒鳴り
合っていようとも何とか自分たちで問題を解決すべ
きだと考えていた。しばらくしたら、自分たちで何と
かうまくやるようになると期待していた。小さな生
徒達の場合は、時に教室の中を走り回っていて私
のやることに注目するまで待っていなければなら
なかった。おそらく子供達や学生達を、管理するの
が好きではなかったのだろうが見守ってはいた。子
供達は最後にはこのことに気付いて、『何でも自由
にやらせる振りしてるけど、ほんとは、自分のしたい
ようにしてるでしょ。』と十代になった時言った。
子供達がなぜいたずらなのか、なぜ生徒が教室

を走り回っているのか分からなかった。確かにめち
ゃくちゃな様子を見るのもいやだったしやめさせよ
うともした。たぶん管理するだけの強さもなかった
のだろう。たぶん管理するのも面倒くさかったのだ
ろう。しかし生徒達が言うことを聞かなかったのを
みるのはつらかったけれど、彼らにとって何か大事
なことを学ぶのには役だったと今になって思う。あ
る時学校の発表会で、生徒が劇に出演し余り役割
を上手に演じたので、他の先生や彼らの両親にほめ
られたことがあった。生徒達は、成功や失敗は、私
だけの責任ではないことを学んだのだ。生徒達が
舞台で大きな、そしてはっきりとした声で話せたの
は、教室でリラックスし、おびえたり恥ずかしがった
りすることがなく、楽しんだり興奮したりして騒い
だりもしていたのだからだと思う。
私の子供について言うと、いじめなどを回避す

る方法を自分で学ばなければならなかった。こども
のひとりが明らかにいじめにあって泣きながら帰宅
したとき、彼女にただ何か好みの食べ物などの興
味を引く話をして、起こった出来事が対して重大な
ことではないような印象を与えた。少しすると大丈
夫な感じになって、他の子と遊ぶと言って出ていっ
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た。もう一人の私の子供は偶然私も窓から目撃した
のだが、顔をいじめっ子に足で地面に押しつぶされ
２，３日顔を腫らしていた後、非常に用心深かった。
しばらくしてから親しい友達と遊びたくなって、家
から家へとまるで戦場の兵士のように、速やかに小
走りして行ったときには思わず笑ってしまった。２，
３日後には、もう起こったことは忘れてしまっていた
ようだ。
おそらく子供達や生徒達に好みの物を見出し好

奇心を満たしてあげたかったのだろう。たとえその
結末が時にひどい事になっても自分自身で決断を
してもらいたかったのだ。学生達に話すトピックを
決めさせたかった時学生達にとって自分で決める
ことが学校で初めて経験したと言うこともあって、
肝心の話し合いの時間がなくなってしまった。私の
子供の一人が私立の中学で全然勉強せず、又抑圧
的な教師に対して反抗的なことがあった。結果とし
て担任の教師から私に彼が態度を改めなければ退
学させられる事が伝えられた。ぎりぎり最後になっ
て、かろうじてその高校にあがることが出来たが、
それは多分そこで勉強を続けたかったからだろう。
正に、一か八かの状況だった。もう一人の私の子供
は、大学卒業後１０年もたつのにまだ自分の生きる
べき道を見つけられないでいる。子供達や学生の
決断を尊重すると言うことは忍耐が必要だし時間
もかかることだ。将来いつか娘の道が見つかるよう
期待している。
勿論意見を言ってあげることが非常に重要だと

いうことはわかっている。それなしで教えることは
うまくいかないからだ。私は常に学生に出来る限り
英語を話せる環境を作っているつもりだ。能力を磨
く技術を多々教えている。一方彼らにとって最も重
要なことは励ましであり、それは相談役としての両
親や教師からの支持を常に必要としているからで
ある。
我々の学生や子供達に教え込ませようとしてい

るオートノミーの影響が一生に及ぶかどうかを知る
ことは難しい。しかし、今のところ私の子供達はな
お互いに議論を交わし問題を解決しようと助け合
っている。学生達は教育課程を修了した後も自発
的な英語会話クラブなどに参加したりしている。学
生達は将来の勉学の責任は自らにあると言ってい
る。オートノミーは子供達と同様に学生達に自分自
身の生活や勉学をどうにかうまく管理する力を与え
る。オートノミーは親や子供の関係と同様に教師と
学習者にとっても挑戦であるが、我々全てにとって
遠い将来にまで役立つ概念なのだ。

Wakui: Lifelong Autonomy . . . 
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In Search of Japanese 
Fluency

Wade Carlton

日本語能力に向ける

ウェイド•カールトン

日本にいる他の多くの英語教師と同じよう
に、私も色々な日本語学習法を試してき
ました。グループでやったり個人でやっ

たり、また何人かの教師と学習したりして様々な結
果を得ましたが、そのほとんどは満足のいくもので
はありませんでした。上達度（またはいかに上達し
ていないか）を証明するものとしては、日本語能力
試験（JLPT）を4回受けました。3回目の挑戦で3級
に受かり、2級は1回受けましたが落ちました。実は
JLPTには特に一生懸命取り組んでいるわけではあ
りません。なぜなら、私が必要とする日本語と関連
があるものについてテストされるわけではないから
です。それでも学習のモチベーションを高めるには
便利な方法です。
このエッセイでは、私個人の日本語学習歴につ

いて述べ、学習者のオートノミーがどのように関
わるかついて結論を導いていきたいと思います。
1991年、私は米国空軍から沖縄基地に配属されま
した。基地にあるメリーランド大学の日本語コース
に申し込むことを決めました。ネイティブスピーカ
ーが教える初心者向けコースで、テキストは全てロ
ーマ字で書かれた会話中心のものでした。
コースは面白かったですが、私は日常会話以上

の日本語をやりたいと思いました。とりわけ日本語
の文章に純真なまでの好奇心を持っていました。
私はオートノミー的学習をするようになりました。
その時、「オートノミー」などという言葉など知りま
せんでしたが。
私はかなフラッシュカードを買って、3時間でひ

らがなを全て覚えました。私はとてもよい学習方
法について読んだことがありました。学習者は一番
下の段に7枚、その上の段に6枚…という風に上の段
までピラミッド状にフラッシュカードを並べて行き
ます。一番下の段の左端から右に向かって、各カー
ドに書かれたひらがな（または、学習しているもの
であれば何でもいいです）を声に出して読んでみ
ます。もし何と読むのか思い出せない字が出てきた
ら、そのカードを一番下の段の左に移動させて、ま
た最初から始めます。一番下の段の字を全て覚え
られたら、次の段に上がってまた左から始めます。
思い出せない字があるときは、それを一番下の段の
左端に移動させます。残りのカードをひとつずつ右
にずらせ、一番右に合ったカードは1つ上の段の左
端に移動させます。この方法では一番覚えにくい最
下段を何度も繰り返さなくてはなりません。全ての
カードを覚えたら、新しいカードにいまいち自信が
ない古いカードを混ぜて、新しいピラミッドを作り
ます。
しかし、全ての字を覚えた後にリーディングの練

習をしなくては、すぐほとんど忘れてしまいます。
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覚えたひらがなをキープする便利な方法として私
が考えたのは、運転中に他の車のナンバープレート
に書かれているひらがなを読むというものでした。
今でもこの方法を使っていますが、ナンバーの前の
ひらがなを読むかわりに、その上の漢字（通常、県
や市です）を読むようにしています。
私は大学院に行くために空軍を辞め、最後のセ

メスターでは次にやることになっているALTの仕事
の準備として日本語コースを取りました。テキストを
見て（ロングセラーの「Japanese for Busy People」 
シリーズです）、ひらがなとカタカナの勉強をやり
直して、特にライティングに焦点をおけば、多分2番
目のレベルのクラスに簡単に入れるだろうと思いま
した。
テキストはローマ字とかなで書かれており、漢字

は全くありませんでした。クラスは会話中心でした
が、ライティングの宿題が頻繁にありました。クラス
では本当の会話はあまり行なわれませんでした。か
わりに、ダイアログはひとつの質問に対してひとつ
の答えを言う形式で、テキストの例に沿って行なわ
れました。これは、どうも教師自身の英語学習の経
験からくるものだったようです。オートノミー的学
習というものはやろうと思えばいつでもできるもの
で、この時も自主学習をすることは可能でしたが、
その気には全くさせられませんでしたし、やったと
しても結果は特に良くなかったでしょう。それにア
ーカンソー北西部で日本語を使う機会はあまりあり
ませんでした。似たような現実が日本の英語教師
にも見られます。教師はどうやって特にモチベーシ
ョンの高く、オートミー的学習に向いている学生を
見分けたらいいのでしょうか？また、どうやってそ
のような学生に学んだことを使うチャンスを与えた
らいいのでしょうか？ 
それから私は福岡でALTの職につきました。私

はどこでもだいたい1日１～3時間、自分で日本語を
勉強しました。JALTは文法訳読法に難色を示しま
したが、それが私の学習方法でした。正確に言う
と、私は英訳のついた文法テキストを使いました。
それは正確には文法訳読法ではありませんでし
た。今でも私は文法の基礎をすばやく学ぶのに、そ
のような本が好きですし、そのような本には新しく
学んだ文法の使い方の例がたくさん載っているか
らです。更に、たくさんのショートボキャブラリーリ
スト、例の英訳を覚えることができます。また、私
が持っていた古い「Japanese for Busy People」を含
む何冊かの汎用的な日本語のテキストも使いまし
た。
問題は学んだことを練習するチャンスが全くな

く、すぐに忘れてしまうことでした。私は教員室で
他の教師たちと少し日本語を話しましたが、会話は
ほとんどいつも英語に変わりました。自然なことで
す。なぜなら彼らの英語はいつも私の日本語よりう
まかったのですから。私は彼らを少しも非難はしま
せん。コミュニケーション基礎レベルでは、意味の
流れをうまく導くために、一番やりやすい方法を使
うべきだからです。
先ほど述べましたように、この何時間にも渡る自

主学習は全て無駄でした。私が一番たくさん日本
語を話すことができた唯一の機会は、教師の宴会
の後に地元のバーに行った時でした。その時私は

Carlton: In Search of Japanese Fluency
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日本語を話していると思いましたが、それはバーの
人達が私の日本語に我慢してくれたおかげでした。
私の日本語はカタコトで、簡単なものでした。しか
し私が福岡を訪れた時から今日に至るまで、私は
いつも英語を話せない人とは必ず日本語で話すよ
うにしています。カタコト英語と身振り手振りで、
時折「アリガトウ」を交えて現地の人と話すのは、
特に年配の日本人と話すときは失礼だと思うからで
す。私が学校外の生活で日々そうするように、これ
と同じ日本語オンリーの原則をバーでも適用してい
ます。私はこのやり方を気に入っています。
教室に参加する形で学習としては、福岡にいた

3年間で6回ほどだけ市でボランティア教師が教え
るクラスに出席しました。やりがいのあるクラスで
したし、多くの学生が能力別にグループ分けされて
ました。もっと定期的に出席することもできたので
すが、ちょうどその頃私の息子が生まれて、他の新
米パパと同じように息子がよだれをたらしたり寝た
りするのを見るのが楽しかったのです。
私が初めて電子辞書を買ったことは、記しておく

べき画期的な出来事です。電子辞書はとても役に
立ちます。予算の中で一番いいモデルを買うこと、
また機能はどんどん良くなるので数年毎に新しい
モデルに買いかえることを絶対おすすめします。日
本での生活において、地元の人たちとの日々の出会
いをもっと豊かにするために言語を学ぶことで、こ
のような学習ツールにお金を費やす値打ちが出ま
す。辞書を使う時は、検索の結果出てくる漢字に恐
れることはありません。ほとんどのモデルに共通し
て備わっているジャンプ機能で、すぐひらがなでの
読み方を見つけことに慣れるでしょう。
福岡でのALTとしての3年間の最後の年に、私は

やっとJLPT3級に合格するに十分な漢字とグラマー
をほとんどひとりで学ぶことが出来ました。それは
私の日本語学習のほんの始まりだったと思います
が。私は次にやることになっていた島根大学での
教師の仕事と、自分だけのオフィスを楽しみにして
いました。「一体便所はどこにある？」というような
便利なフレーズを声に出して練習するためのプライ
バシーを持てるからです。問題は、それまで福岡の
学校で知らないうちに受けていた恩恵、すなわち日
本語でのおしゃべりが周りでおこなわれるという利
点がないということでした（Krashen の例を考えて
みてください）。それを何とかしようと、たくさんの
古い日本映画や最近のテレビドラマを毎晩衛星放
送から録画して、オフィスのテレビやVCRで流しま
した。映画をコンスタントに流すのは主にリスニン
グに役立ったと思います。ですから、私にはまだ日
本語を話す機会が必要でした。
松江の国際センターでは、昼間と夜間でいくつか

異なるクラスが行なわれていました。私は週1回の
クラスに申し込みました。クラス分けテストがあった
ことには驚きましたが、私がそこで一番上のクラス
となる中級クラスに振り分けられたのは更に嬉しい
驚きでした。もう一人アメリカ人の生徒がおり、残り
は中国人でした。教師は日本人のボランティアでし
た。通常クラスに生徒は4人で、3人の教師がつきま
した。教師は週毎に交代で教え、教える当番ではな
い週は横に座って当番教師が学生からされた質問
の答えに困った時は時々助け舟を出しました。
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中国人学生と友達になるのは楽しかったです。
しかし、すぐクラスでは漢字が使われるようになり
ました。もし我々生徒が理解できないことがあった
り、何か説明が必要なことがあった時は、教師は必
ず黒板に漢字を書きました。そうすると、中国人の
生徒たちの目に光がともるが見えるのでした。マー
クと私は互いに「うわっ、これは本当に役に立つよ
な」というような視線を交わしました。最初はもっ
と説明してほしいと頼みましたが（英語で頼んだこ
とは一度もありません。マークと話すときでさえお
互いに全く英語を使いませんでした）、すぐこれは
無駄なバトルだと気付き、これはボランティア教師
と無料クラスにありがちなことだと思うようにしま
した。我々に文句を言う権利はありませんでした。
そのような状態が学期の終わりまで続き、その後
私はオートノミー的学習モードに戻りました。多分
これにはさらなる研究が必要でしょう。加えて言う
なら、ある意味で教師の教え方はほとんどの生徒
にはとても役に立ちましたが、その他の生徒には全
く役に立ちませんでした。私は自分が似たような間
違いを冒さなかったか、自分自身の教え方を振りか
えってみました。
私は二度と他のコミュニティクラスを受けません

でした。コミュニティクラスがすばらしいということ
は分かっていますし、また第二言語としての日本語
教育に関する最近の論文を読んだところ、方法論
は良くなっていると思いますが。私は松江で二人の
日本人とランゲージエクスチェンジを始めました。
一人は60代後半のおばあさんで、もう一人はコミュ
ニティクラスのボランティア教師でした。どちらとや
る時も同じテキスト「新日本語の基礎」を使いまし
た。一人と週の前半に教科書の内容をカバーして、
もう一人と後から同じページを復習しました。
これは私が行なった中で、最も効果のある学習

でした。しかし、おばあさんはすぐ英語レッスンに
疲れてしまい、いつも日本語のレッスンのほうが優
先されました。どちらの「教師」も訓練されていま
せんでしたので、テキストの内容を補うということを
知りませんでした。例えば、テキストの中の質問と
似た質問を加えてみる、などです。ですから、テキス
トに沿って一行ずつ読む、という手順で教えられま
した。この方法では（おばあさんの場合では）教師
は40分かそこらもてばいいほうです。本当に、二人
ともベストを尽くしてくれました。私は生徒として、
どのように教えるのかを言うべきではないと感じま
した。しかし、先ほど述べました通り、このクラスは
費やした時間が少ない割には最も役に立つもので
した。このように週二回、二人の異なる教師／イン
フォーマントと学習することはいい方法ではないで
しょうか。
前に申しましたように、島根にいる時の初めの頃

に、私は言語を使うチャンスがめったになければ世
界中のどんな学習も役に立たないし、全然能率が
あがらないものだということに気づきました。その
時、以前に私が宴会の後一人で日本のバーに行った
こと、そしてその時私が何とか日本語を話そう、理
解しようとしたことを思い出しました。それは私に
とって日本語を使う一番の機会でした。また、私は
コミュニティ活動にも参加しました。週に一度のバ
レーボールとバスケットボールと男声合唱団です。
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しかし、それらの活動は私の日本語の勉強にはあま
り役に立ちませんでした。私は日本語をもっと使う
ために、週に一度バーに行くことに決めました。妻
にその決心を伝え、彼女は理解してくれました。そ
のためのお金は、二件やっていたパートタイムの仕
事の収入から補うことで工面できました。それに、
もし私がプロの日本語の教師を探していたら、時間
当りにするともっとお金がかかっていたでしょうし、
結果は疑わしいものだっただろうと思います。
次の3年間を通して、私は松江にある二箇所の飲

み屋街を巡りました。日本に住んでいる外国人だけ
でなく、日本人も、多くの人がスナックやラウンジ、
クラブに間違った印象を持っているのは残念なこ
とです。その3つは異なるものですが、どれも全くセ
ックスビジネスではありません。人々は3つを「水商
売」とひとくくりにする傾向にあります。スナックは
ホステスがメインになっている所と同じだと考えら
れがちですが、スナックに行く人たちは単に酒やカ
ラオケや楽しい会話を楽しんだりしたいだけです。
実際、多くのスナックで唯一の女性は年配のママさ
んだけです。
スナックではカウンターの両側であらゆる種類

の人たちに出会いました。私は席が空いている限
り、いつもカウンターに座りました。他の客と話す
機会が多いからです。通常彼らは私に話すのに熱
心です。彼らが摂取したアルコールに勇気づけられ
ているに違いありません。また、多分私は外国人な
ので、他人とちょっとした話をするのを思いとどま
らせるような社会の掟に彼らが縛られることがない
という事実があるのかもしれません。時々、他の客
は全くおらず、ママさんだけの時があり、彼女と話
をします。しかし私が行くときはたいてい少なくと
も一人は客がいますし、通常は数人います。
私の学習方法で日本語がかなり上達しただけで

なく、私は数年に渡って猟師や大工といったような
気取らないタイプの人たちから会社の社長にいたる
まで、多くの人との友情や出会いを楽しみました。
何人かのやくざのグループにも会ったことがありま
す。彼らが何で生計を立てているのであれ、一対一
で話すときは彼らは全然怖くありません。それに多
分、他の客と同じように彼らもまた「仕事」のストレ
スから解放されるために飲みに行くということがあ
るのでしょう。
私の方法での主な利点は基本会話の能力を高め

ることです。今、私はもっと先のステップに進む必
要があると感じています。私は本と漢字カードをも
う少し勉強して、学んだことを会話に組み入れ、私
のレベルに合った読み物を探すことが必要です。
今では毎週はバーに行っていません。そのため私
は自分の日本語が下手になってきていることが分
かります。多分、来年は再びJLPT2級を受ける気に
なるでしょう。4年間、まあまあまじめな勉強から遠
ざかっていましたが。日本語を勉強している他の人
や、オートノミー的学習をすることへのチャレンジ
とそこから得られるものについて忘れている教師
にとって、このエッセイが役に立つことを願ってい
ます。
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Contributions Sought

学習の学習、JALTの学習者ディベロプメントSIGのニューズレターが、次のものを発行します：論文、内
省的なエッセイ、オートノミー的な話（教師からも、学習者からも）、評論（書物、研究発表、ソフト、教
材など）、他にもメンバーにとって適当なもの。

研究の意見を持つ方も学習者ディベロプメントの経験について作文を書きたい方も編集者Peter Mizuki 
<pmizuki@cronos.ocn.ne.jp> へ連絡、相談してください。「私たち自分自身のオートノミー的な話」へ寄
贈したい方はEllen Head <ellenkobe@yahoo.com> へ連絡してください。

論文は2000～4000英単語、内省エッセイは2000英単語以下という長さです。評論、話は1000英単語ま
でですが、内省的なものの場合、短くても良いです。
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